
大田区立大森第三小学校  

学 力 向 上 を 図 る た め の 全 体 計 画  

                                       

                                      令和２年度  

                                       2020.11 

  

 本校の授業改善の視点  

指導内容・方法の工夫  
教育課程編成上  

の工夫  

校内における  

研究や研修の工夫  
評価活動の工夫  

家庭や地域社会との

連携の工夫  

＊問題解決的な学習や体

験的な学習を重視し、児

童の主体的な活動を引き

出す指導法を工夫する。 

＊地域を活かした教材を用

いたり、外部講師を招聘

したりする授業を多く取り

入れる。 

＊児童の習熟の程度や興

味・関心等に応じた個別

指導と少人数指導を推

進する。 

＊各教科を通して、自分の

思いや考えを深め，適切

に表現する能力の育成を

図る。 

＊生活に活かせる国語力の

向上を図る。言葉や語彙

の指導に重点を置く。  

＊大田区漢字検定を活用

し、漢字の習得を図る。 

＊授業時間を確保し

補 助 的 な指 導 で

基礎基本の定着、

学 ぶ意 欲 、表 現

力 、 思 考 力 を 培

う。 

＊読み聞かせ、読書

活 動 を計 画 的 に

取り入れ、豊かな

感性 の育成や知

識と読書習慣の定

着を図る。 

＊週ごとの指導計画

による計画的な指

導の完全実施と時

数確保に努める。 

＊補習教室 (放課後  

･土曜日）を実施し

学 力 の定 着 を図

る。 

＊話し合い活動を中

心とした道徳の授

業を通して、豊か

な社会性と人間性

を育てるための授

業づくりを校内研

究として取り組む。

各学年１回の研究

授業と協議会を行

い、授業力の向上

を目指す。 

＊特別支援教育に

関する研修を実施

し、ユニバーサル

デザインに基づい

た授 業 設 計 を推

進する。 

＊教育相談研修や

校内指導体制の

充実により、児童

理 解 の深 化 を図

り、学習支援能力

の伸長を図る。 

＊学習指導要領を

踏まえ、年間指

導 計 画 に 基 づ

く、評価規準・評

価計画の改善 ･

活用を図る。 

＊校内研究の地域

教 育 連 絡 協 議

会への公開や学

校公開等の参観

を通して外部評

価を受け、改善

に活かす。 

＊評価結果の公開

や改善策につい

て学校だよりやホ

ームページ等で

情報公開する。 

＊学校支援地域本部

（スクールサポートお

おさん）の協力を得

て、地 域 の人材 を

活用した授業やわく

わくスクールを推進

する。 

＊基本的な生活習慣

や家庭での過 ごし

方 (生活リズム・家庭

学習等 )の定着のた

めに、より密接な家

庭や地域との連携

を図る。 

＊区・PTA ・地域行事

等において児童の

活動発表を積極的

に推進する。 

＊保 ・幼 ・小 ・中の情

報交換や交流活動

を深める｡ 

○学ぶ意欲  

○問題解決能力  

○表現する力  

○ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力  

○知識･技能の定着 

○生活に活かす力 

学校の教育目標  

〇元 気 な 子 ◎考 え る 子 

〇がんばる子 ○やさしい子 

 

おおた教育振興プラン  

学ぶ意欲を高め、確かな学

力を定着させる。  

保護者・地域  

家庭・地域の実態  

保護者・地域の期待や願い  

道徳教育の指導の重点  
○感性や情操をはぐくむ体
験的な活動との関連を
図り、道徳の時間の充実
を図る。 

○思いやり･親切、友情･信
頼、助け合い、礼儀の指
導に重点をおき，「やさし
い子」の育成を図る。 

本校の考える  

「確かな学力」  

 

基礎基本の定着  

・朝学習・補習教室を週計画で位置付ける  

・家庭学習の励行 ・音読は毎日の宿題  

基本的な生活習慣の定着  

・「大三小１０のやくそく」学習規律の確立  

低学年・中学年・高学年に応じたプランを  

作成しプランの実行を月ごとに振り返る 

特別活動の指導の重点  
○学校生活をより明るく楽しくするために
豊かな体験等有意義な活動になるよ
うに工夫する｡ 

○縦割り班活動による異学年交流や集
会活動やふれあい活動を通して、友
達と協力してよりよい学校生活を築こ
うとする意欲を高め、自主的・実践的
態度の育成に努める。 

 

生活科、総合的な学習の時間等の 
指導の重点  

○人とのかかわりを活かして自ら学ぶ活
動を推進する。 

○地域と連携して指導の充実を図り、 
さらに人とのかかわりを通して地域へ
の愛着心を育てる。 

○各学年の児童の興味・関心に基づい
た課題解決能力を高める活動を展開
する。 

○各学年とも、外国語活動に取り組み、 
コミュニケーション能力の育成を図る。 

生活指導の重点  

○全職員の共通理解で指導にのぞむ ○基本的な生活習慣の徹底 ○規範意識の向上 

○安全意識の向上                 ○環境に配慮する子供を育てる  

            学校経営方針 (学力向上にかかわる要点 ) 

❍授業改善推進プランの実施を徹底し、基礎的・基本的な学習内容を確実に習得し、活用能力を高める。 

                                                            

各教科の指導の重点  
○基礎的･基本的な内容
の確実な定着を図る。 

○体験的・問題解決的な
学習を重視するなど、
学習指導方法の工夫・
改善に努める。 



令和２年度 国語科 授業改善推進プラン 

大田区立大森第三小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

 

（１） 成果 

・授業改善や言語活動の工夫により、話す・聞く力、読む力がついてきている。 

・読書活動の充実により、積極的に本を読む児童が増え、物語の内容を正しく読み取ることが

できるようになってきている。また、漢字を読む力もついてきている。 

・国語辞典の使い方がよく理解できている。 

・話を聞くことは、他教科の学習での取り組みでも力をつけて、自信をもってできる児童が増

えてきている。 

・学習効果測定の結果は前年度校内平均正答率より全ての観点で下回っているが、目標値に対

しては 

  全て上回っている。 

 

（２） 課題 

・文字（平仮名、片仮名、漢字、ローマ字）は、読み書きの定着に留まらず、習得した文字

が活用 

できるようにする。 

 ・指定された長さの文章を書くことや、意見と理由を区別して書く力を付けるための、効果

的な指導を行う。 

 ・文の構成（主語、述語、修飾語、指示語）を正しく理解し、活用できるようにする。 

・資料と話し合い（文章）を関連付けて考える力を付ける。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和２年度結果 令和元年度結果 平成３０年度結果 

第４学年 

目標値よりも低い 

全国平均正答率よりも

低い 

区平均正答率よりも低

い 

  

第５学年 

目標値と同程度 

全国平均正答率よりも

低い 

区平均正答率よりも低

い 

目標値よりも低い 

全国平均正答率よりも

低い 

区平均正答率よりも低

い 

 

第６学年 

目標値より若干高い 

全国平均正答率よりも

低い 

区平均正答率よりも低

い 

目標値よりも高い 

全国平均正答率よりも

高い 

区平均正答率よりも高

い 

目標値よりも高い 

全国平均正答率と同程

度 

区平均正答率よりも低

い 

（第４学年時） 

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 中学年 

関心・意欲・態度 話す・聞く能力 書く能力 読む能力 言語 

国語に関心をも

って取り組む児

童がいるが、苦手

意識をもつ児童

もいて目標値に

はとどかない。 

話し合いの内容

を聞き取ること

や、話し合いで大

切なことを理解

している。 

文章を指定され

た長さで書くこ

とや、自分の意見

と理由を区別し

て書くことが難

しい。 

物語文では気持

ちの読み取りが

できるが、説明文

は、要点に注意し

て読み取ること

が難しい。 

漢字やローマ字

を正しく書けな

い児童が多い。 

  



② 高学年 

関心・意欲・態度 話す・聞く 書く 読む 言語 

学習内容が難し

くなると、苦手意

識をもつ児童が

多くなる傾向に

ある。 

課題に前向きに

取り組もうとし

ない児童がいる。 

話し方の工夫を

考えたり、話し手

の意図を考えな

がら話の内容を

聞き、メモを取っ

たりすることが

難しい児童がい

る。 

文章を指定され

た長さで書くこ

とや、段落を分け

て書くことがで

きる児童が少な

い。 

説明文の読解に

課題がある。段落

相互の関係を考

えながら読むこ

とや、文章の要点

に注意して読み

取ることが苦手

な児童が多い。 

文の構成（主語、

述語、修飾語）や

指示語について、

正しく理解でき

ていない児童が

いる。漢字を書く

力は定着してい

る。 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

関心・意欲・態度 話す・聞く 書く 読む 言語 

「話す・聞く、書

く、読む」の基本

を繰り返し指導

し、定着させる。 

身に付けさせた

い力に応じて言

語活動を工夫す

る。 

 

相手や目的を考

えて、必要な言葉

が抜けないよう

に話す力を付け

る。 

集中して話を聞

くための態度を

身に付け、話の内

容を理解する力

を付ける。 

目的や条件に応

じて、求められて

いることを文章

で表現できるよ

うにする。 

文の書き方を、Ｉ

ＣＴを活用して

分かりやすく丁

寧に指導する。 

司書教諭と連携

して読書活動を

行う。 

 

教科書の文を丁

寧に読み、言葉や

表現に着目させ

ながら読み方の

基本を身に付け

る。 

MIM を活用し、拗

音や促音・撥音の

表記や助詞の使

い方の定着を図

る。 

文字や漢字練習

を丁寧に繰り返

して、言葉や文に

して使えるよう

にする。 

 

（２）中学年 

関心・意欲・態度 話す・聞く 書く 読む 言語 

ノートを丁寧に

書かせる。 

身に付けさせた

い力に応じて、言

語活動を工夫す

る。 

読書活動を工夫、

充実させる。 

話し合いでは目

的を意識させ、意

見を出し合った

り、まとめたりで

きるようになる

まで、練習や指導

を繰り返す。 

自分の意見と理

由を区別するな

ど、文章構成を意

識して書くこと

ができるよう、書

く過程を丁寧に

指導する。 

説明的な文章で

は語句や指示語

に着目させ、段落

の要点に注意し

て読み取らせる。 

 

日常的に辞書を

活用し、調べる習

慣を身に付けさ

せる。 

音読や漢字指導

を含めた短文作

りなどの活動を

積み重ねる。 

 

（３）高学年 

関心・意欲・態度 話す・聞く 書く 読む 言語 

文字を丁寧に書

くこと、声を出し

て音読すること

の指導を継続す

る。 

身に付けさせた

い力に応じて言

語活動を工夫す

る。 

 

相手の意図を考

える活動を設定

する。 

相手や目的を意

識し、自分の考え

が伝わるように、

適切な言葉づか

いで話させる。 

段落構成を考え、

決められた文字

数で文章を書か

せる。また、自分

の意見とその理

由を区別して書

けるようにする。 

 

説明文の構成表

を書いたり、段落

の関係図を書い

たりする活動を

積極的に設定す

る。 

言葉の学習を扱

う小単元の学習

内容を、掲示した

り、適宜復習した

りする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和２年度 社会科 授業改善推進プラン 

大田区立大森第三小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・５年・６年では、目標値よりを上回っている。 

・前年度の課題であった「学年が上がるにつれて、社会的事象への関心・意欲・態度のポイ

ントが下がっている。」については、改善することができた。 

 

（２） 課題 

 ・５年・６年で、全国値・区平均正答率を下回ってしまった。 

 ・記述で答える問題（表現力）の正答率が、低い傾向にある。 

 ・単元ごとの理解度のポイントに大きな差がある。 

 ・５年・６年で、すべての領域別正答率が、昨年度に比べ、下回ってしまった。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和２年度結果 令和元年度結果 平成３０年度結果 

第４学年 

目標値よりも若干低い 

全国平均正答率よりも

低い 

区平均正答率よりも低

い 

  

第５学年 

目標値よりも高い 

全国平均正答率よりも

低い 

区平均正答率よりも低

い 

目標値よりも高い 

全国平均正答率よりも

低い 

区平均正答率よりも低

い 

 

第６学年 

目標値よりも高い 

全国平均正答率よりも

低い 

区平均正答率よりも低

い 

目標値よりも高い 

全国平均正答率よりも

高い 

区平均正答率よりも高

い 

目標値よりも高い 

全国平均正答率よりも

低い 

区平均正答率よりも低

い 

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 中学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

問題や資料の読み取

りを難しいと感じて

いる児童の関心・意

欲・態度のポイントが

低い。用語の意味を理

解できないこととグ

ラフを正しく読めな

いことが要因として

考えられる。 

 

資料や写真と関連付

けて考察する問題や

地図をもとに考察し

て表現する問題は目

標値を大きく下回っ

ている。述で答える設

問は無回答も多く、正

答率が低い。 

 

写真の様子を読み取

り、地図に示された情

報と照合することが

できていない。資料を

複合的に見ることは、

改善が必要だが、資料

から読み取る問題は

前年度より平均正答

率が上げることがで

きた。 

地図記号の理解が十

分ではない。いろいろ

な店の種類や特色に

ついての理解が十分

ではない。 

 ② 高学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

関心・意欲・態度が昨

年度よりわずかな数

値だが、下落してしま

った。学習内容が変化

するにつれ、実感が伴

わないこと、内容が難

区の平均値を上回る

ことができたが、全国

の平均値には到達す

ることができなかっ

た。記述で答える設問

は無回答が目立った。

複数の資料をもとに

読み取る問題に対し

て前年度より正答率

が下がっている。正し

い資料を選択したり、

グラフを読み取った

区や全国の平均値を

下回る結果となった。

昨年同様、単元ごとの

理解度に大きな差が

ある。 



しいことなどから、関

心・意欲が薄れていく

傾向がある。 

学習したことを活用

する設問に課題があ

る。 

りすることに苦手意

識をもつ児童が多い。 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）中学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

見学・体験を伴った学

習を多く取り入れ、社

会科に対する興味・関

心が持続するように

していく。 

問題解決的な学習を

意図的・計画的に行

う。学習問題を立て

る、予想を考える、学

習問題に対する自分

の考えをまとめる、と

いう学習を繰り返し

行って、考えて表現す

る力を伸ばす。 

３年生のうちから、地

図を活用した学習活

動を積極的に取り入

れたり、ICT 機器を使

用して資料を読み取

ったりすることを、丁

寧に指導する。また、

その資料がどんな社

会的事象につながっ

ているのかを読み取

らせていく。 

地図記号や方位の知

識について、繰り返し

指導していく。３年生

では、地域の地理的環

境について調査活動

を行い、場所によって

違いがあることを理

解させる。 

 

（２）高学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

調べ学習を多く取

り入れたり、写真資

料や映像資料を活

用したりするなど

して、児童に身近な

問題として捉えら

れるようにする。ま

た、導入時に的確な

資料を提示し、問題

解決型学習へと展

開させていく。その

中で、興味・関心を

持たせる。 

単元を通して、問題

解決的な学習を意

図的・計画的に行

う。また、自分で考

えたことや活かし

たいことなどを児

童が主体的に考え、

表現できる機会を

多く設定していく。 

資料を視覚的に捉

えることができる

ように、拡大資料や

映像などを多用し、

読み取る視点を明

確にしながら、丁寧

な指導を行う。その

上で、複数の資料か

ら比較し、読み取れ

る社会的事象を明

らかにしていく。地

図帳なども活用す

る。 

社会的事象に関する用語は

丁寧に調べさせ、活用でき

るように指導し、国語辞典

も活用する。学習したこと

をもとに、自分たちで問題

を作って解き合ったり、新

聞やリーフレットなどを作

ったりして、知識を確かな

ものにしていく。 

 

 

 

 

令和２年度 生活科 授業改善推進プラン 

大田区立大森第三小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・身近な植物を育てたり動物と触れ合ったりする活動を通して、生き物への関心が高まり、命を

大切にする気持ちが芽生えた。校庭の周辺や裏庭の自然環境を活かして、草花遊びや虫の観察、

草花を育てるなどの活動ができた。  

・友達や教職員、学校や地域を支えている人々と触れ合う機会、１・２年の交流の場の設定、夏

休みや冬休み等を利用した家庭での手伝い活動等を設定することで、自分達は多くの人に支え

られていること、家族や学校の一員であることに気付くことができた。また自分の成長にも気

付くことができた。 

 

（２） 課題 

 ・年間指導計画を毎年見直し、学校行事や地域の行事等と連携を図ったものにする。身近な

植物や動物との触れ合いの活動を意図的に設定し、観察の方法等を提示して児童の気付きの質

を高めていくための工夫が必要である。 



 

２ 授業改善のポイント（観点別） 

 

関心・意欲・態度  思考・表現  気付き  

学習に、継続して意欲的に取り

組めるように、教材の提示のタ

イミングや方法を工夫する。  

身近な自然や植物、生き物との

継続的な関わりの機会を増や

す。  

 

体験を通して感じたことや喜

びを多様な形で表現できるよ

うに観点を明確にし、表現する

方法を工夫させる。特に、ＩＣ

Ｔを活用した発表や振り返り

を行う。また、友達同士で認め

合える意見交流の時間を設け

る。  

友達や先生方、学校や地域を支

えている人々と関わる活動、

１・２年生の交流活動を設定し

たり、お手伝い活動をしたりし

て、自分が多くの人に支えら

れ、家族や学校、地域の一員で

あることに気付き、自分の成長

に気付くことのできる活動を

行う。  

身近な自然や植物、生き物と継

続して関わる中で、気付きを深

めて、いけるようにする。  

 

 

 

 

令和２年度 算数科 授業改善推進プラン 

大田区立大森第三小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・４年は、全ての観点で目標値を上回ることができた。 

 ・「数学的な考え方」の観点では、すべての学年が目標値を上回ることができた。  

 

（２） 課題 

 ・どの学年も区や全国の平均値を下回った。 

 ・観点別に見ると「関心・意欲・態度」、基礎・活用で見ると「基礎」の正答率が他と比べて

低い傾向がある。領域別では学年によって苦手とする領域が異なるが、特に 4 年は「図形」、

5 年は「量と測定」、6 年は「数量関係」で目標値を大きく下回った。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和２年度結果 令和元年度結果 平成３０年度結果 

第４学年 

目標値よりも高い 

全国平均正答率よりも

低い 

区平均正答率よりも低

い 

  

第５学年 

目標値よりも高い 

全国平均正答率よりも

低い 

区平均正答率よりも低

い 

目標値よりも高い 

全国平均正答率よりも

低い 

区平均正答率よりも低

い 

（第４学年時） 

 

 

第６学年 

目標値よりも高い 

全国平均正答率よりも

低い 

区平均正答率よりも低

い 

 

目標値よりも高い 

全国平均正答率よりも

高い 

区平均正答率と同程度 

（第５学年時） 

目標値よりも高い 

全国平均正答率よりも

高い 

区平均正答率よりも低

い 

（第４学年時） 

 



（２） 分析（観点別） 

 ① 中学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

目標値に対し 5 ポイン

ト高い結果となった。

概ね良好であるが、既

習事項の学習内容で

あっても、やり方を忘

れていたり、計算ミス

をしたりすることが

意欲の低下につなが

っている。 

目標値に対し約 3 ポイ

ント高い結果となっ

た。円や球を使った問

題、正三角形の性質を

使った問題は比較的

正答率が低い。 

 

目標値に対し約 1 ポイ

ント高い結果となっ

た。四則計算の技能に

差がある。特に繰り下

がりのあるひき算や、

あまりのあるわり算、

かけ算の筆算などに

ついて苦手意識が見

られる。 

目標値に対し 5 ポイン

ト高い結果となった

が、円の直径について

問われる問題で、目標

値を大きく下回った。

基本的な知識の定着

が不十分であった。 

② 高学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

目標値に対し１～３

ポイント低い結果と

なった。既習事項の定

着が不十分なため理

解が難しく、関心・意

欲・態度を下げてい

る。 

 

目標値に対し 3 ポイン

ト前後高い結果とな

った。角度や面積の見

当をつけたり、グラフ

や表のデータから問

題を解決したりする

ことを苦手としてい

る。 

目標値とほぼ同程度

の結果となったが、小

数や分数の計算の正

答率が低く、基本的な

技能が十分に身につ

いていない。 

 

 

目標値に対し 5 年は 2

ポイント低く、6 年は

３ポイント高い結果

となった。特に 5 年は

分数、6 年は倍数・約

数に対する理解が不

十分であった。 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

 

（１）低学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

導入場面で、実生活に

即した場面を設定し

たり、算数的な活動の

場面を多く取り入れ

たりする等、児童の興

味・関心を高める工夫

をしていく。また、「分

かる」「できる」喜び

や楽しさを多く経験

させられるように努

める。 

問題解決的な学習を意

図的、計画的に取り入

れる。図をかいたり具

体物や半具体物を操作

したりしながら式を立

てるようにし、どう考

えたのか伝えられるよ

うにしていく。また、

筆 算 の 仕 方 等 に つ い

て、形式的な手続きの

理解に偏らないよう、

操作的活動を取り入れ

ながら思考力を深めて

いく。  

中学年の学習にスム

ーズに入れるように

するため、1 年では１

０の分解、繰り上がり

のたし算の筆算、繰り

下がりのひき算の筆

算が確実にできるよ

うに、2 年ではかけ算

九九を確実に覚えら

れるように、日常的に

計算練習を行う。苦手

な児童には個別指導

や補習等で支援して

いく。 

数量関係の把握が苦

手である。具体物を操

作することで、数量に

関するイメージをも

たせ、より理解しやす

いように指導をして

いく。ICT も効果的に

活用しつつ、実物に触

れて体験する活動も

大切にすることで、量

感覚の素地を養うよ

うにする。 

 

（２）中学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

既習事項の確実な定

着を図ることが、問題

解決をする過程にお

いて、関心・意欲を継

続させると考える。既

習事項の復習を丁寧

に、繰り返し行ってい

くことで、自信を育

み、意欲の向上を図

る。また、デジタル教

材等を有効活用する

問題解決的な学習を

通し、対話的学習を多

く取り入れ、複数の考

え方や解法に触れる

ことで、児童が主体的

に考えをもてるよう

にしていく。図や言葉

を用いて自分の考え

を表現する機会を多

く設定することで、表

現力を育んでいく。 

高学年の学習にスム

ーズに入れるように

するため、四則計算に

ついては短時間でも

日常的に計算練習繰

り返すことで、定着を

図る。筆算等の指導で

は、丁寧に見やすく書

くことを身につけさ

せることで、技能の確

実さと定着を図る。コ

「量と測定」の単位換

算についての理解が

不十分であったため、

定期的に復習を行う。

およその数量を基準

をもって推察をでき

るように、具体物の操

作をしながら学習で

きるようにする。「円」

については単元の指

導後も定期的復習す



ことで、関心を高めて

いく。 

ンパスや分度器を扱

う場面を定期的に設

定し、扱いに慣れるよ

うにする。 

ることで、理解の定着

を図る。 

 

（３）高学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

新単元にスムーズに

入れるように、導入で

既習事項の復習を丁

寧に行うようにする。

また、計算の仕方が身

についていないこと

が負担となり、意欲を

下げる原因となって

いるので、基礎的な反

復練習を継続するこ

とでその原因の軽減

を図る。 

図や数直線に表す指

導を繰り返し行い、表

現力を伸ばす。そのた

めに教えあったり、考

え方を共有したりす

る活動を設定する。ま

た、表やグラフから読

み取ったことを問題

解決に活用したり、既

習事項を応用して用

いて課題に取り組ん

だりする機会を増や

す。 

計算のきまりを含め

た四則計算の定期的

な復習を徹底する。計

算や作図の精度を高

めるように、課題のあ

る児童への個別指導

を丁寧にすると共に、

日常的な宿題の内容

の精選、補習の充実等

に努める。コンパスや

分度器の扱いに慣れ

させる場面を学期に 1

回以上設定する。ワー

クテストや単元末の

まとめ等での見直し

や解き直しの意識も

高めていく。 

長さ、面積、体積など

の単位からの量感を

イメージできるよう

繰り返し指導し、 ICT

の活用など、提示方法

を工夫する。特に図形

に関しては、既習学年

の内容も含めて定期

的に取り組むことで、

知識や理解の定着を

図る。 

 

 

 

 

令和２年度 理科 授業改善推進プラン 

大田区立大森第三小学校 

（１） 成果 

 ・「関心・意欲・態度」は比較的正答率が高い。 

 ・第５学年の「思考・判断・表現」は目標値に達した。 

 

（２） 課題 

 ・全ての学年で、目標値・区平均・全国平均のすべての項目で、校内平均正答率が下回った。 

・「知識」、「技能」についての正答率が低い。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和２年度結果 令和元年度結果 平成３０年度結果 

第４学年 

目標値よりも低い 

全国平均正答率よりも

低い 

区平均正答率よりも低

い 

  

第５学年 

 目標値よりも低い 

全国平均正答率よりも

低い 

区平均正答率よりも低

い 

目標値よりも高い 

全国平均正答率よりも

低い 

区平均正答率よりも高

い 

（第４学年時） 

 

第６学年 
目標値よりも低い 

全国平均正答率よりも

目標値よりも高い 

全国平均正答率よりも

目標値よりも高い 

全国平均正答率と同程



低い 

区平均正答率よりも低

い 

低い 

区平均正答率よりも高

い 

（第５学年時） 

度 

区平均正答率よりも高

い 

（第４学年時） 

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 中学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

概ね良好。 昆虫の生態、磁石や電

気などの性質につい

て、見通しをもって実

験や観察をし、結果か

ら分かったことを考

えることに課題があ

る。 

概ね良好。 植物や昆虫の生態

についての知識、また

その観察についての

知識が定着していな

い。 

 ② 高学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

概ね良好。 実験結果をもとに、考

察を進めていく上で、

自分の言葉で表現す

ることに課題がある。

また、いくつかの事象

を関連付けて考える

問題の正答率が低い。 

どの条件を揃えて実

験を行うか等の、実験

に関する技能が身に

ついていない。 

5 学年は、「物質・エネ

ルギー」の「電気のは

たらき」についての正

答率が低い。第 6 学年

「生命・地球」の「流

れる水のはたらき」に

ついての正答率が低

い。 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

 

（1）中学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

児童にとって、見通し

がもてるような学習

の展開を工夫し、単元

の導入などでは適切

な資料を用意してい

く。 

体験的な学習をなる

べく多く取り入れる

ようにするなど、自分

事として考えられる

ようにする工夫が必

要である。 

 

予想や考察を自分で

考え、表現する活動を

充実させる必要があ

る。文章だけでなく、

絵や図、表なども必要

に応じて用いながら、

ノートを書かせたり、

自分の考えを整理し、

友達と伝え合ったり

する機会を設けたい。

また、このような活動

に意欲をもって取り

組めるように、児童が

問題意識をしっかり

と持てるような導入

の工夫も必要である。 

観察を行う前に、観察

の方法や、注意点につ

いてしっかりと指導

し、知識として定着さ

せる必要がある。 

 

重要語句や資料を掲

示し、定着を図る。 

普段の生活や自分の

体験と結びつけ、実感

を伴った理解を目指

す。 

自然事象について、比

較したり関連付けた

りしながら、理解を深

められるようにする。 

 

（2）高学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

単元の導入時には、実

際の生活と関連付け、

観察や実験等の直接

体験を重視した内容

や学習の展開をして

いく。 

予想を立てる際は、生

活経験から根拠のあ

る表現をさせるよう

にする。 

条件についての理解

（変えるものと変え

実験器具の名前、使い

方を正しく理解させ

る。 

実験は少人数で行わ

せ、実験の手順や条件

を明確にさせる。ま

重要語句や資料を掲

示し、定着を図る。 

実感を伴った理解を

目指し、日常生活との

関連を示したり、考え

させたりする。 



 

 

 

 

ないもの）を深める。

実験から分かったこ

とをまとめ、そこから

分かったことや考え

たことを表現する時

間を十分にとる。 

た、一人一人が役割を

担い、責任感をもって

参加させる。 

観察・実験の方法を考

え、実験結果の見通し

をもつことができる

ようにする。 

写真や映像等、視覚的

に科学的事象を捉え

られる、効果的な資料

や教材を活用してい

く。 

 

 

 

令和２年度 音楽科 授業改善推進プラン 

大田区立大森第三小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・楽器の音色や、拍、その音楽のもつ気分を感じ取る活動に意欲的に取り組む児童が増えた。  

 ・音楽の表現の工夫に必要な基礎的な知識（リズム、音の高さ、拍子記号や強弱記号）につ 

いて理解できる児童が増えた。 

（２） 課題 

 ・聴きあう力が十分ではない。 

 ・拍を感じながら演奏することが難しい児童や、正しい音程が取りづらい児童が数名いる。 

 

２ 授業改善のポイント（観点別） 

 

（１）低学年 

関心・意欲・態度 音楽表現の創意工夫 技能 鑑賞 

身体を動かして拍を

感じることで、音楽を

楽しんだり、興味・関

心をもったりできる

ように活動に工夫を

する。 

音の高さや音色、拍の

まとまりを感じ取り、

音楽づくりの楽しさ

に気づけるよう、音遊

びや手遊びなどを学

習に取り入れる。 

鍵盤ハーモニカの正

しい運指やタンギン

グができるように一

人ずつ演奏する場面

を設け、丁寧に指導す

る。 

音の種類や音色の違

いを感じ取り、特徴や

面白さに気付けるよ

う、板書やワークシー

ト、発問を工夫する。 

 

（２）中学年 

関心・意欲・態度 音楽表現の創意工夫 技能 鑑賞 

めあてを明確にし、そ

れに沿った教材選び

や、発問計画をする。

題材の導入では全児

童にとって分かりや

すく楽しい活動の工

夫をする。 

 

表現の工夫に必要な

音楽的知識の定着を

図る。また、いろいろ

な表現の仕方を試し、

よりよい表現の工夫

を、児童が考えられる

よう発問を工夫する。 

演奏する時には、姿勢

に気を付けて、よりよ

い歌声や音色を響か

せられるよう、常に意

識づけをする。技能に

応じて、スモールステ

ップ方式で個別に指

導もしていく 

鑑賞時には、何を感じ

取るのか明確にして、

その音楽の面白さに

気付けるようにする。

また表現の内容とも

関連づけて、学習した

ことが実感できるよ

うにする。 

 

（３）高学年 

関心・意欲・態度 音楽表現の創意工夫 技能 鑑賞 

児童の個人差をなく

すために、共通事項に

ある音楽的知識につ

いては、常時活動を通

して、くりかえし知識

の定着を図る 

 

 

 

いろいろな表現の仕

方を試し、よりよい表

現の工夫を、児童が考

えられるよう発問を

工夫する。 

常時活動では、一人一

人の歌声を聞き取り、

特に声変わりにさし

かかった時期には丁

寧に声掛けをする。器

楽では、技能別の課題

を用意し、児童の実態

に応じた内容を工夫

する。 

豊かな感性の育成に

向けて、音楽から感じ

取った考えを、他の友

達と交流をし、考えを

深められる場の工夫

を図る。 



令和２年度 図工科 授業改善推進プラン 

大田区立大森第三小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・意欲的に取り組み、伸び伸びと楽しみながら取り組む児童が増えてきた。 

 ・様々な材料に出会い、積極的に自分の色、形、イメージを表現できる児童が多くなった。 

（２） 課題 

 ・意欲的に活動する児童が多いが、反面落ち着きに欠ける児童もみられる。 

 ・材料や用具の整備や児童が活動しやすい環境を整える。 

  

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞 

児童が楽しみながら、

自分の感覚や活動を

基に形や色などをと

らえ、イメージをもて

るようにする。 

児童が形や色をとら

え、さらに自分のイメ

ージを大切にしなが

ら発想できる素材や

材料を考え、活動でき

るようにする。 

基本的な用具の扱い

が身に付き、児童が手

や体全体を働かせて

扱えるように材料や

用具を考え、授業の計

画を立てる。  

自分や友達の作品の

よさに気付けるよう

に、ＩＣＴを活用する

など、展示方法を工夫

する等環境を整備す

る。 

 

（２）中学年 

関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞 

楽しみながら活動で

きる児童が多い。 

様々な材料や用具の

体験を行い、さらに楽

しんで活動できるよ

うにする。 

様々な材料や表現方

法と出会い、豊かな発

想をし、形や色などの

感じを基に、自分のイ

メージをもって表す

ことができるよう児

童の発想の広がりに

対応する。 

児童が表したいこと

を大切にして、児童が

取り組みやすい材料

や用具を準備し、それ

らを児童が進んで使

い、表現を工夫できる

ようにする。 

作品を作る過程で、自

然と友達の作品や身

近な美術作品を鑑賞

し、よさや面白さを感

じ取る場を大切にす

る。 

 

（３）高学年 

関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞 

個性の強い児童もこ

だわりをもって自分

の表現ができるよう

に授業を設定し、それ

までの材料や用具の

体験、自分の見方や感

じ方を大切にし、さら

に自分らしい表現を

進んでできるように

する。 

形や色などの造形的

な特徴を基に、自分の

イメージをもち、様々

なテーマや表現方法、

材料などから児童が

発想や構想をできる

ように ,場の設定や支

援の方法など工夫し

ていく。   

児童が自分の表した

いことに合わせて、児

童が使いたい材料や

必要な用具の特徴を

生かし、工夫して表せ

るように環境を整え

る。 

自分たちの作品や親

しみのある作品など

に出会い、よさや美し

さに気付き、感じ取れ

るようにする。 

 

 

 

 

令和２年度 家庭科 授業改善推進プラン 

大田区立大森第三小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

・ 個別に指導をすることで、基礎的・基本的な技能を身に付けることができる。 

・ 家庭科学習ノートを活用し、知識の定着が図れている。 



・ 電子黒板を活用することで、課題に対して興味をもって取り組むことができている。 

・ 既習事項をふり返ることで、学習内容の連続性や、日常生活内で活用していることに気づ

けるようになった。 

・ 実物を見せることで、製作に対する意欲・関心をよりひきつけることができた。 

（２） 課題 

・ 実技の習得に差がある。 

・ 以前に学習した内容を忘れていることが多い。 

・ 生活経験にむらがあり、理解と具現化に時間がかかることがある。 

・ 向上心を持たせることが難しい。 

 

２ 授業改善のポイント（観点別） 

 

関心・意欲・態度 創意工夫 技能 知識・理解 

児童の普段の生活か

ら問題意識をもたせ、

課題解決に向けた学

習を行う。 

電子黒板を活用して

指示・内容を明確に

し、意欲の継続を図

る。 

映像や動画を見せる

ことで、学習内容の汎

用性を児童に伝える。 

手本や他の児童の作

品を提示することで、

多様な考えや工夫に

触れさせる。 

製作準備として、模型

を作ることで完成品

を想像し、計画を立て

やすくする。 

実習の際は、道具の扱

い方の基礎の学習に

重点を置き、必要な技

能を習得させるとと

もに、既習事項の反復

を行う。 

個別指導を通して、基

礎基本の定着を図る。 

家庭科学習ノートを

有効に活用する。 

継続的に反復して学

習することで、理解を

確かなものにする。 

家庭科用語の定着を

図るため、用語の確認

を丁寧に行う。 

 

 

 

 

令和２年度 体育科 授業改善推進プラン 

大田区立大森第三小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・「ハッスルタイム」や体育集会を通して、体を動かす楽しさや喜びを味わうことができた。

縦割り班での活動を取り入れたことで、どの学年も意欲的に運動を行えるようになった。 

 ・「ハッスルタイム」を通して、持久力が全体的に高くなってきている。 

 ・自分に合った運動や場を選んだり、工夫したりできるような学習カードを活用することで、

少しずつ 

  自分にあった課題を設定し、解決できるようになってきた。 

 ・タブレットなどを活用し、自分の動きを確認することで、技能向上を図ることができた。 

 

（２） 課題 

 ・「早寝、早起き、朝ご飯週間」を実施するものの、習慣化ができていない。 

 ・例年、投力に課題がある。「投げる」ことにつながる効果的な教材・教具の開発・活用など

を行っていく。 

 

２ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

単元の導入では、これ

から学習していく内容

の概要が視覚的に分か

るような学習資料を用

意する。 

簡単なゲームや遊びを

自分に合った動きや遊

びを選んだり、工夫し

たりできるように、学

習カードを効果的に活

用していく。 

友達の良いところ、真

準備運動の中に、リズ

ム遊びや鬼遊びなどを

取り入れ、楽しみなが

ら 、 身 の こ な し 方 や

様々な運動感覚を養っ

ていく。 

各領域の遊びの特性に

応じ用具器具の使い方

やルールを知り、安全

に行えるようにしてい

く。 



導入時に取り入れ、楽

しみながら学習を進め

られるような授業を展

開していく。 

似したいところを発表

し 合 え る 機 会 を 意 図

的・計画的に設ける。 

児童に「どこに気を付

けて行ったか。」等、コ

ツを発表させる機会を

多く設ける。 

持久力を養うために、

体育朝会やハッスルタ

イムと連携して、鬼あ

そびなどの走る運動を

行うようにする。 

 

（２）中学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

単元の導入では、これ

から学習していく内容

の概要が見えるような

学習資料を用意し、「何

を学ぶのだろう」と関

心が高まるような授業

を展開していく。 

「自分はこう考える」

「自分にできること」

等、自分のこととして

捉えられるような学習

活動を行っていく。ま

た、友達同士で認め合

え る 環 境 を 整 え て い

く。 

自分に合った動きや運

動を選んだり、工夫し

たりできるように、学

習カードを効果的に活

用していく。 

友達の良いところ、真

似したいところを発表

し 合 え る 機 会 を 意 図

的・計画的に設ける。 

友達や教師からアドバ

イスしてもらうなど、

自分から聞いたりする

機会を設ける。また、

自分の言葉で発表した

り 記 録 し た り し て お

く。 

準準備運動の中に、補

助運動を取り入れ、年

間を通して、様々な運

動感覚を養っていく。 

動きや技の技能ポイン

トが分かるような学習

資料を用意する。 

持久力を養うために、

体育朝会やハッスルタ

イムと連携したり、鬼

ごっこなどの走る運動

を行ったりする。 

「投げる」ことにつな

がる効果的な教材・教

具の開発・活用を行う。 

「早寝、早起き、朝ご

飯週間」の実施に伴い、

家庭の協力のもと、習

慣化を図っていく。「毎

日の生活と健康」「育ち

ゆくからだとわたし」

の 単 元 を 中 心 に 指 導

し 、 健 康 に 対 す る 知

識・理解を深めていく。 

各領域の運動の特性に

応じ用具器具の使い方

やルールを知り、安全

に行えるようにしてい

く。 

 

（３）高学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

単元の導入では、こ

れから学習してい

く内容の概要が見

えるような学習資

料を用意する。毎時

間、自分のめあてを

設定し、見通しをも

って学習活動に取

り組めるようにし

ていく。 

「 自 分 は こ う 考 え

る」「自分にできるこ

と」など、自分事と

して考えることがで

きるような学習活動

を行っていく。また、

友達同士で認め合い

アドバイスし合える

環境を作り、課題を

もって取り組めるよ

うにしていく。 

自分に合った運動

や場を選んだり、工

夫した りできるよ

うに、学習カードを

効果的に活用して

いく。 

友達の良いところ、

真似したいところ

を発表し合える機

会を意図的・計画的

に設ける。  

自分やグループの特

徴に応じた動き方を

知り、その特徴に応

じた取り組み方や作

戦等を考えるように

していく。 

単元の終わりには、

達成状況を振り返

るようにする。 

準備運動の中に、補

助運動を取り入れ、

年間を通して、様々

な運動感覚を養っ

ていく。 

動きや技の技能ポ

イントが分かるよ

うな学習資料を用

意する。 

「投げる」ことにつ

ながる効果的な教

材・教具の開発・活

用を行う。 

大田区小学生駅伝

大会に向けて、持久

力を養うために、体

育朝会やハッスル

タイムと連携して

持久走を行う。授業

にも取り入れてい

く。 

「早寝、早起き、朝ご飯週間」

の実施に伴い、家庭の協力の

もと、習慣化を図っていく。

「心の健康」「けがの防止・

病気の予防」の単元を中心

に指導し、健康に対する知

識・理解を深めていく。 

近隣の大学に「がん教育」

の講義を依頼し、講師を招

く。 

各領域の運動の特性に応じ

用具器具の使い方やルール

を知り、安全に運動が行える

ようにしていく。 

 

                                                                                     


